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文 化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
不
安

を
抱
え
た
「
新
し
い
日
常」
が
続
く

中、
経
済
活動
再
開
の
流
れ
が
強
ま

っ
て
い
る。
一
日
も
早
く
元
の
生
活

に

戻り
た
い
思
い
は
誰
し
も
同
じ
だ

ろ
う。
一
方
で、
小
康
状
態
で
余
裕

の
あ
る
今
こ
そ、
こ
れ
か
ら
の
社
会

の
在
り
方
や
備
え
を
考え
る
好
機
で

もあ
る。

I
T
大
手
ヤ
フ
ー
の
C
S
o
（
最

高
戦
略責
任
者）
で
慶
応
大
教
授
の

安
宅
和
人
は
「
ア
ジ
ャ
イ
ル
な
仕
組

み
が
国
を
救
う」(
「
V
o
i
c
e
」

7
月
号）
で、
今
後
少
な
く
と
も
2

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
試
算
を
挙
げ

た
上
で、
新
た
な
生
活
空
間
の

在り

方
を
提
起
す
る。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
開
疎
化」
。
空

間
の
開
放
性
と、
人
の
密
度
の
ま
ば

らさ
を
志
向
す
る
ト
レ
ン
ド
を
指す

造
語
だ
と
い
う。
3
密
（
密
閉、
密

集、

密接）
の
空
間
を
つ
くっ
て
き

た
近
現
代
の
都
市
化
と
は
逆
の
動
き

が
世
界
的
に
起
き
る
と
し
「
本
社
集

中、
都
市
密
集
型
を
前
提
に
し
た
経

営
戦
略
を
見
直
す
良
い
タ
イ
ミ
ン

グ」
と
説
く。

東
京一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散へ

流れ
を
転
換
さ
せ
る
議
論
に
も
つ
な

が
る
発
想
で、
地
方
で
も
関
心
を
も

た
れ
る
だ
ろ
う。
問
題
は、
実
現
可

能
な
プ
ラ
ン
を
練
り
上
げ
る
胆
力
の

あ
る
政
治
家や
経
営
者
が
い
る
か
ど

う
か
だ。

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
想

起
さ
せ
る
の
が、
長
崎
大
教授
（
国

際
保
健
学）
の
山
本
太
郎
の
「
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
後
の

未来
を
選
択
す
る」

（「
世
界」
7
月
号）
。
中
世
の
ペ
ス

罰認コ回テ「罰しい日常」

弱
者
対
策

＼このほかの注目論考<こ]
「彫刻の問題 加藤典洋、 吉本隆明、

高村光太郎から回路をひらく」

「群像」7 月号
小田原のどか ・彫刻家

長崎の爆心地に證かれた平和祈念像などの
彫刻が、 原爆の死者を被害者としてのみ固
定化して日本の侵略戦争の記憶を隠し、 過
去を正当化する装謹になったと批判する

「ジェンダーの視点からみた避難所の課題」

「都市問題」6 月号
斉藤容子• 関西学院大准教授

藩替えスペースや生理用品の用意など災害
時の避難所を性差に配慮して運営するには、

平時から女性が地域のリ ーダーとして活動
し、 変化を促していくしかないと説く

「「ダメ。ゼッタイ。」によって失われたもの」

「みすず」6 月号
松本俊彦・国立精神・神経医療

研究センタ ー 精神保健研究所部長

日本の薬物対策は、 「人間やめますか」と
いったキャッチコピーに代表されるように、

行き過ぎた予防啓発に走って依存症者への
偏見を助長し、 回復を妨げていると論じる

ト
流
行
が
欧
州
の
封
建
社
会
の
転
換

に
つ
な
がっ
た
よ
う
に、
コ
ロ
ナ
禍

が
世
界
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
を

考
察
し
た
論
に、
次
の
言
葉
が
あ
る。

「

最も
弱
い
人
を
守
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う、
極
め
て
重
要
で

基
本
的
な
倫
理
観
が
次
第
に
和
痺
し

て
い
く。
そ
れ
が
何
よ
り
恐
ろ
し

い」
。
医
碑崩
壊
で
救
命
対
象者
の

選
別
が
起
き
た
と
き、
そ
れ
が
私
た

ち
に
も
た
ら
す倫
理
崩
壊
の
怖
さ
を

指
摘
し
た
文
脈
で
の
言
葉
だ。

そ
れ
を
防
ぐ
に
は、
感
染
拡
大
が

落
ち着
い
て
い
る
うち
に、
コ
ロ
ナ

被
害
が
深
刻
化
し
や
す
い
社
会
的
弱

者
に
し
わ
寄
せ
が
行
か
な
い
態
勢
を

い
か
に
築
け
る
か
に
か
か
る。
開
疎

化
な
ど
の
議
論
に
も
必
要
な
視
点
だ

ろ
う。コ

ロ
ナ
対
策
の
実
効
性
を
問
う
専

門
家
の
提
言
や
批
判
も、
目
を
引
く。

―
つ
は
免
疫
学
者
の
平
野
俊
夫
の

「
医
療
体
制
を
整
備
し、
C
O
V
I

D
|
19
を
克
服
せ
よ」
（
「
中
央
公

論」
7
月
号）
。
医
療崩
壊
を
回
避

す
る
た
め
の

方策
を
提
案す
る。

日
本
の
医
療・
検
査
体
制整
備
が

「
あま
り
に
も
遅
い」
と
批
判。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
教
訓
が
生
か

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
猛
省
を
促

す。

集中
治
療室
(
I
C
u)
を
10

長崎大の山本教授ら提言
倍
の
6
万
床
に
増
や
す
な
ど
す
れ

ば、
安
心
し
て
社
会
活
動
を
正
常
に

戻
せ
る
と
し、
災
害
も
含
め
て一
元

的
に
対
応
す
る
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

の
実
現
を
訴
え
る。

も
う―
つ
は
慶
応
大
教
授
（
財
政

社
会
学）
の
井
手
英
策
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
た
二
律
10
万
円
給
付

は『
ト
ラ
ン
プ
以
上
の
バ
ラ
マ
キ』」

（
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス」
電
子
版
5
月

26
日）
。
支
給
の
遅
滞
が
問
題
化
し

た
「
特
別
定
額
給
付
金」
を
巡
り、

国
民
1
人
当
た
り
10
万
円
と
い
う
設

定
自
体
を
「
暮ら
し
が
厳
し
い
人
た

ち
の
生
存
保障
に

集中
し
な
い
で、

な
ぜ
み
ん
な
に
現
金
を
配
る
の
か。

全
く
理
解
で
き
ま
せ
ん」
と
批
判
す

る。井
手
は、
1
回
限
り
の
支
給
で
12

兆
円
も
使っ
て
し
ま
う
給
付
金
の
効

果
を
疑
問
視。
必
要
な
の
は、
ま
ず

経
済
と
雇
用
を
守
り、
そ
れ
で
も
解

雇な
ど
で
困
窮
す
る
人
に
現
金
給
付

す
る
こ
と
だ
と
説
く。
そ
し
て
「
日

本
の
そ
も
そ
も
の
生
活
保障
や
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
貧
弱
過
ぎ
る」

こ
と
が
不安
と
危
機
を
広
げ
て
い
る

と
断
じ
る。

社
会
的
弱
者
に
冷
た
い
社
会
の
在

り
方
が、
根
本
で
問
わ
れ
て
い
る。

（
敬
称略）

焦
占

竺争点

こ

そ

6
月。
多
く
の
学
校
が
再
開
さ

れ
た。私

は
都
内
の
中
学
高
校
の
教

員。
4
月、
5
月は
オ
ン
ラ
イ
ン

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
生
徒
た
ち
の
顔

が
自
室
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
映っ

た。
ふ
だ
ん
は
芋
焼
酎
を
飲
み
短

歌
を
作っ
て
い
る
机
の
上。
自
分

の
顔
の
ほ
ん
の
50
戌
く
ら
い
先
に

彼
ら
の
寝
ぼ
け
顔
が
あっ
た。
こ

ち
らも
短
パ
ン
姿。

映ら
な
い
け

れ
ど。
や
あや
あ
と
素
を
見
せ
合

今
だ
か
ら

大
松
達
知

ア
ル
フ
ー
ル
つ
け
て
机
を
拭
い

て
お
り

生
徒
の
跡
が
な
く
な
る
よ
う
に

大松

じ
ゃ
れ
あ
っ
て
入
り

組
む
汗
も

歓
声
も

と
き
に
怒
号
も
そ
れ
が
教
室

達知

つ
い
げ
嘩
霊
コ
ロ
ナ
の

固枇
に

(4) 

画
面
な
ら
触
れ
る
近
さ
に
あ
っ
た
顔

だ
い
ぶ
離
れ
て
見
下
ろ
し
て
い
る

_j 

学
校
に
流
れ
る
濃
厚
な
時
間

田崎 観洲さん (63) ＝佐世保市＝

お
お
ま
つ・
た
つ
は
る
1
9
7

墾界
都生
ま
れ。
歌
誌
「コ
ス
モ
ス

集
委
員。
同
人
歌
誌
「
C
o
c
o
o

発
行
人。
娘の
誕
生
と
育
児
な
ど
を

た
「
ゆ
り
か
ご
の
うた」
で
14
年
若

査。
他の
歌
集
に
「フ
リ
カ
ティ

「
ぶ
ど
うのこ
と
ば」
な
ど。

う
感
じ
が
し
た。

6
月
に
入
っ
て
教
室
で
生
徒
た

ち
と
ひ
さ
び
さ
に
会っ
た。
生
身

の
彼
ら
は
目
の
前
に
い
る
の
に、

か
え
っ
て
距
離
が
遠
い
気
が
し

た。
い
や、
やっ
ぱ
り
近
い。
身

体
の
存
在
感
は
大
き
い。
し
か
し、

そ
の
有
り難
さ
に

もす
ぐ
に

慣れ

て
し
まっ
た。

担
当
の
英
語
で
は、
5
月
中
は

授業
動
画
を
配
信
し
た。
0

深
夜
ラ
ジ
オ
の
タ
レ
ン」

り。
け
れ
ど、
学
校
再
開

徒
同
士
の
英
会
話
の
練
習

い。
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま

歌
を
歌
う
け
れ
ど、
い
ま

り
上
が
らな
い。

英
語
の
〈
ス
ク
ー
ル〉―

の
意
味
が
あ
る
よ
う
に、�

動
の
中
心
は

授業
だ。
し

••••••••••••••••••
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i

ー

佐
世
保
市
の
水
墨
画
家、
一

田
崎
観
洲
さ
ん(
63)
11
西
一

.
3-

:
 

o
�.�
 
リ

海
市
出
身
11
は、
14
歳
の
一

時
に
長
崎
市
出
身
の
画
i

家、
故
小
柳
創
生
氏
に
師
i

二
上
ャギ

事。
県
展
や
日

孟
画
院
＂

展
な
ど
へ
出
品
を
続
け
て

b
 

抵
民裔
き
た。
2
0
1
5
年
に
は
[

全
国
公
芽
の
創
造
展
で
最
i

高
賞
を
受
賞。
絵
を
通
し
て
出
会
う
縁
を
大
切
"

」
に
し
な
が
ら
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
る。
こ
れ
．

：
ま
で
に

手掛
け
た
縦
1.
8
認、
横
3.
6
認
�

．
ほ
ど
の
び
ょ
う
ぶ
絵
5
点
を
紹介
す
る。

＂

（
小
槻憲
吾）
[

9

9

•

9

9
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